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はじめに

●　SARS-CoV-2 の祖先株に対して設計された一価ワクチンは、米国および世界においてCOVID-19関連の罹患率と死亡率を
減少させた。しかし、COVID-19 関連入院に対するワクチン有効性（VE: vaccine effectiveness）は時間の経過とともに低
下しており、これは免疫力の低下やオミクロン株とその亜系統の出現による免疫回避などの要因の組み合わせに関連して
いる可能性がある。

●　これらの要因に対処するために、2022年9月1日、予防接種に関する諮問委員会（ACIP：Advisory Committee on 
Immunization Practices）は、少なくともCOVID-19 ワクチンのプライマリーシリーズ［註釈1］を 2 か月以上前に完了した
人（一価ワクチンのブースター接種の有無にかかわらず）を対象に、SARS-CoV-2 の祖先株およびオミクロン株BA.4/BA.5 
のスパイクタンパク質に対して開発された二価 ワクチンのブースター接種を推奨した。

65歳以上の正常免疫の成人におけるCOVID-19関連入院の予防についての二価ワクチンの有効性（1）

●　2022年9月8日から11月30日にかけて、急性疾患ネット
ワークの呼吸器ウイルスの調査は、65歳以上の正常免疫
の成人におけるCOVID-19関連入院に対する二価ワクチン
のブースター接種（一価ワクチンの 2 回以上の接種後）のVE
を評価した。

●　接種歴なしの場合との比較では、発症の7日以上前 （中央
値=29日）に二価ワクチンをブースター接種した場合の
COVID-19 関連入院に対しての絶対的VE［註釈2］は 84%
であった。一価ワクチンのみを2回以上接種した人との比
較では、二価ワクチンのブースター接種の相対的VE［註釈
2］は73%であった（表1）。

　現在、二価 COVID-19 mRNAワクチン（以下、二価ワクチン）の接種率が伸び悩んでいる。このワクチンの有効性が十分に
理解されていないことが大きく関連しているものと思われる。CDCは既にCOVID-19の発症予防における二価ワクチンの有
効性を示している[CDCwatch260号を参照]。これに加えて、「65歳以上の高齢者でのCOVID-19関連入院の予防」（1）およ
び「18歳以上の成人でのCOVID-19関連の救急受診/緊急治療および入院の予防」（2）についての情報も公開しているので
紹介する。
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表1　65歳以上の正常免疫の成人におけるCOVID-19関連入院に対する二価COVID-19
ワクチンのブースター接種の有効性̶IVY Network、22 病院、18州、
2022年9月8日～2022年11月30日（抜粋）
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●　これらの調査結果は、二価ワクチンのブースター接種が、高齢者の COVID-19 関連入院に対する強力な保護と、過去に一
価ワクチンのみを接種した人への追加の保護を提供したことを示している。

18歳以上の正常免疫の成人におけるCOVID-19関連の救急受診/緊急治療および入院の予防についての二価ワクチンの有効性（2）

●　2022年9月13日から11月18日にかけて、VISION Networkは、COVID-19 様疾患で救急受診/緊急治療もしくは入院した
18歳以上の正常免疫の成人における二価ワクチンのブースター接種（一価ワクチンを2、3、4回接種後）のVEを、「①ワ
クチン接種歴なし」（絶対的VE）および「②一価ワクチンのみを2、3、4回接種」（相対的VE）と比較することによって
評価した。

●　COVID-19関連の救急受診/緊急治療に対する二価ワ
クチンのブースター接種（一価ワクチンを2、3、4回接
種後）のVEは、ワクチン接種歴なしの場合と比較する
と56%（絶対的VE）であった。一価ワクチンのみを接
種した場合と比較すると、一価ワクチンの最終接種が
2～4か月前では31%（相対的VE）、11か月以上前では
50%（相対的VE）であった。

●　COVID-19関連入院に対する二価ワクチンのブース
ター接種（一価ワクチンを2、3、4回接種後）のVEは、
ワクチン接種歴なしの場合と比較すると57%（絶対的
VE）であった。一価ワクチンのみを接種した場合と比
較すると、一価ワクチンの最終接種が5～7か月前では
38%（相対的VE）、11か月以上前では45%（相対的
VE）であった（表2）。

●　一価ワクチンを 2 回、3 回、4 回接種した後に接種され
た二価ワクチンは、ワクチン接種歴なしの場合と比較
して、医療を必要とするCOVID-19の予防に効果的で
あった。また、一価ワクチンのみの接種と比較して追
加の防御を提供し、最後の一価ワクチンの接種から
の時間とともに相対的な防御が増加した。

結　語

●　すべての対象者（特に 65 歳以上の成人）は、この冬の季節にCOVID-19 による入院を最大限に防ぐために、二価ワクチン
のブースター接種を受ける必要がある。特に、COVID-19の市中の流行レベルが高い地域では、屋内の公共スペースでの
マスク着用など、呼吸器疾患を予防するための追加の対策も考慮する必要がある。

［註釈1］プライマリーシリーズ
　1回目と2回目のCOVID-19ワクチンの接種。Pfizer-BioNTechワクチンでは3週間、Modernaワクチンでは4週間の間隔で接種する。

［註釈2］絶対的VEと相対的VE
　「絶対的VE」は二価ワクチンのブースター接種（一価ワクチンのプライマリーシリーズを完了した後）と接種歴なし（一価ワクチンを0回接種した）を比較すること
によって計算された。
　「相対的VE」は二価ワクチンをブースター接種した場合（一価ワクチンのプライマリーシリーズを完了した後）と二価ワクチンをブースター接種しない場合（ただし、
一価ワクチンのプライマリーシリーズは完了している）を比較することによって計算された。
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